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東京女子医科大学 

 
 
I．建学の精神 
 
東京女子医科大学は、1900 年（明治 33 年）に創立された東京女醫學校を母体として設

立された。東京女子医科大学の創立者である吉岡彌生は、1952 年（昭和 27 年）新制大学

設立に際し、東京女醫學校創立の主意をもって建学の精神とした。その主旨は、高い知識・

技能と病者を癒す心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社会に貢献す

る女性を輩出することであった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥を究め兼ねて人

格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されている。 
建学の精神に基づく医療人育成の場として、1998 年（平成 10 年）度より新たに看護学

部が新設された。医療を行うものが学ぶ学府として、現在の東京女子医科大学の使命は、

最良の医療を実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および医学・看護学研

究者を育成する教育を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では社会に貢

献する女性の医療人を育成する。 
 
 
 
II．大学の理念 
 
東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至誠

と愛」である。至誠は、「常住不断私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二つの文

字のなかに言い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右の銘であり、「き

わめて誠実であること」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場において求めら

れる。大学およびそこに学び働くものは本学の理念である「至誠と愛」に従って活動しな

くてはならない。 



　
                            平成23年度学事暦(博士前期課程）

事項 日程

入学式  4月    4日(月)

オリエンテーション(１年次のみ）＊博士後期課程合同  4月    8日(金)

前期授業開始  4月   11日(月)

履修願届提出  4月   15日(金)１７時まで

特別研究計画書の提出  5月 　11日(水)１３時まで

特別研究計画書の発表会（修士論文コース）  5月   18日(水)

特別研究計画書の再提出（修士論文コースのみ）  6月　  1日(水)

研究科委員会による特別研究計画書の審査  6月   10日(金)

課題研究計画書の提出（最終締切日）　（注）  6月 　27日(月)１３時まで

課題研究計画書の発表会（実践看護コース）
７月中に実施する（予定）
ただし、発表は任意とする

履修願変更期間（後期に実施する科目のみ有効）
 9月   22日(木)～30日(金)
                  １７時まで

前期授業終了  9月   30日(金)

後期授業開始 10月　  1日(土)

学位申請書(修士論文、課題研究論文）提出  1月   30日(月)１３時まで

審査委員会の構成委員の決定  2月    3日(金)

審査委員会による論文審査と最終試験日（実践看護コース）  2月    8日(水)

審査委員会による論文審査と最終試験日（修士論文コース）  2月   15日(水)

再審査論文提出締切日  2月   22日(水)１３時まで

主査による最終審査結果提出日  2月   27日(月)

研究科委員会による学位授与の可否判定  3月    1日(木)

学生への通知  3月    5日(月)

特別研究・課題研究の発表会  3月   14日(水)

学位授与式－修了式  3月   23日(金)　

前
　
　
期

後
　
　
期

（注）：課題研究計画書については、平成２３年４月１日（金）以降随時提出可能とし、提出後直近の研究科委
員会（定例）にて課題研究計画書の審査を行うこととする。



東京女子医科大学大学院看護学研究科博士前期課程の教育理念 
 

Ⅰ．設置の趣旨 
わが国の医学・医療は、臓器移植法の実施を迎え、ますます高度化・煩雑化へと急速な変

化をとげている。また、高齢・少子化の進展や生活習慣病を中心とした疾病構造の変化に伴

い、医療の社会経済的情勢の変化をきたしている。これにより医療制度および医療法の改正

がなされ、医療をとりまく新たな環境に応じた医療サービス提供体制の整備が行われてきた。

このような現状において、多様な人々の健康の保持増進に向けて、保健・医療・看護・福祉

に関連したチーム医療を推進できる質の高い人材がますます必要になっている。また、国際

的視野に立ち、看護学の立場から主体的、協調的に他職種の専門家と協働して社会のニーズ

に対応できる実践能力を有する人材が求められる。 
東京女子医科大学は、社会の保健・医療・看護・福祉に対する人々の多様なニーズを認識

し、看護の立場から、これらのニーズに対応できる高度な実践能力、豊かな学識および人間

性を備え、人々の QOL を高めるように社会を変革する能力を有する人材を育成するために、

さらに看護学の独自な学問の発展のために看護学研究科博士前期課程を設置した。 
 
Ⅱ．教育研究上の理念・目的 
  本学大学院看護学研究科博士前期課程看護学専攻（以下本大学院）は、看護基礎科学（食看

護学・基礎看護学）、看護管理学、看護職生涯発達学、実践看護学Ⅰ（クリティカルケア看護学・

がん看護学）、実践看護学Ⅱ（ウーマンズヘルス）、実践看護学Ⅲ（老年看護学）、実践看護学Ⅳ

（精神看護学）、実践看護学Ⅴ（地域看護学）、実践看護学Ⅵ（小児看護学）の看護実践に即し

た研究を中心に、看護実践・教育・行政における指導者を育成する。ついで高度医療を専門と

する附属病院を有する最良の条件を有効に生かし、多様な状況の中でも本学の創立者の至誠と

愛の精神を貫き、常に対象者の立場を理解して包括的、かつ高度な看護を実践できる専門職業

人の育成を目指している。 
  さらに、２１世紀の情報化社会において、国際的感覚を有し、あらゆる人々の健康に関する

ニーズを視野に入れ、人間性を高め、科学的思考および高度な看護技術を提言できる看護研究

者の育成をも併せ目的とする。 
教育目的 

  本大学院は、建学の精神にのっとり、看護学に関する学術の理論及び応用学を研究し、その

深奥を究めて、文化の進展に寄与するとともに社会に貢献すべき有為の人材を育成する。 
修了後の資格 

 ・所定の授業科目を履修し必要な単位を取得したものについては、修了したことを認定し、修

士（看護学）の学位が授与される。 
 ・実践看護コースの修得者注）に対しては、専門看護師の認定を受ける資格が与えられる。 
   注）クリティカルケア看護学、がん看護学、老年看護学、精神看護学、地域看護学、小児看護学 

 ・実践看護学Ⅱ分野（ウーマンズヘルス）の学生で所定の助産選択科目を履修し、必要な単位

を取得したものについては、助産師国家試験受験資格が与えられる。 



授業科目及び教員一覧 
１．基盤分野 

授業科目名 科目責任者 科目担当者 

看護理論 田中 美恵子 田中美恵子、佐藤紀子、守屋治代 共
通 

必
修 看護研究 水野  敏子 水野敏子、久米美代子、田中美恵子 

看護倫理 久米 美代子 久米美代子、志自岐康子、森川功 

看護教育論 佐藤  紀子 佐藤紀子、山元由美子、守屋治代、菊池昭江 

看護政策論 柳   修平 柳修平、伊藤景一 

コンサルテーション論 下平  唯子 下平唯子、金子眞理子、江川知子 
看護管理論 佐藤  紀子 佐藤紀子、吉田澄惠 

家族論 泉  真由子 泉真由子 

社会学 諏訪  茂樹 諏訪茂樹 

人間学 足立  智孝 足立智孝 

保健統計学 坂田  成輝 坂田成輝 

臨床心理学 松嵜  英士 松嵜英士 

研究方法   
生体・生理学 飯島  治之 飯島治之、伊東栄子 
臨床医学 荒井  純子 荒井純子、尾﨑恭子 

先端医療 伊藤  景一 伊藤景一、伊関洋、岡野光夫、齋藤加代子、 
清水達也、大和雅之、村垣善浩、大橋一夫 
秋山義勝、中山正道、岩田隆紀、小林純、 
長瀬健一、武岡真司、武田直也 

共
通
選
択 

国際コミュニケーシ

ョン英語演習 
木村 みどり 木村 みどり、河村ナディレ 

２．専攻分野 

授業科目名 論文指導 科目責任者および科目担当者 

食看護学特論Ⅰ ＊今年度開講なし 
食看護学特論Ⅱ ＊今年度開講なし 
食看護学特論Ⅲ ＊今年度開講なし 
食看護学特論Ⅳ ＊今年度開講なし 
食看護学演習Ⅰ ＊今年度開講なし 
食看護学演習Ⅱ ＊今年度開講なし 
食看護学特別研究 ＊今年度開講なし 
基礎看護学特論Ⅰ 山元由美子、見城道子 
基礎看護学特論Ⅱ 山元由美子、加藤京里 
基礎看護学特論Ⅲ 山元由美子、守屋治代 
基礎看護学特論Ⅳ 山元由美子、菊池昭代 
基礎看護学演習Ⅰ 山元由美子、守屋治代、菊池治代、見城道子、 

加藤京里 
基礎看護学演習Ⅱ 山元由美子、守屋治代、菊池昭江 

看
護
基
礎
科
学(

食
看
護
学
・
基
礎
看
護
学) 

基礎看護学特別研究 

山元 由美子 

山元由美子 
看護管理学特論Ⅰ ＊今年度開講なし 

看護管理学特論Ⅱ ＊今年度開講なし 

看護管理学特論Ⅲ ＊今年度開講なし 

看護管理学演習Ⅰ ＊今年度開講なし 

看護管理学演習Ⅱ ＊今年度開講なし 

(

看
護
管
理
学) 

看
護
管
理
学 

看護管理学特別研究 

－ 

＊今年度開講なし 



授業科目名 論文指導 科目責任者および科目担当者 

看護職生涯発達学特論Ⅰ 佐藤紀子、吉田澄惠、草柳かほる、山本夕子 

看護職生涯発達学特論Ⅱ 佐藤紀子、吉田澄惠、松嵜英士、原美鈴 

看護職生涯発達学特論Ⅲ 佐藤紀子、吉田澄惠、原三紀子、草柳かほる 

看護職生涯発達学演習Ⅰ 佐藤紀子、吉田澄惠 

看護職生涯発達学演習Ⅱ 佐藤紀子、吉田澄惠、山本夕子、香川秀太 

(

看
護
職
生
涯
発
達
学) 

看
護
職
生
涯
発
達
学 

看護職生涯発達学特別研究 

佐藤  紀子 

佐藤紀子、吉田澄惠 
クリティカルケア 
看護学特論Ⅰ 

野副美樹、松嵜英士 

クリティカルケア 
看護学特論Ⅱ 

野副美樹、落合亮太、小林礼実、松岡志帆 

クリティカルケア 
看護学特論Ⅲ 

野副美樹、萩原誠久、小泉雅子、佐藤憲明 

クリティカルケア 
看護学特論Ⅳ 

野副美樹、落合亮太、小林礼実、松岡志帆 

クリティカルケア 
看護学特論Ⅴ 

野副美樹、川島朗 

クリティカルケア 
看護学演習Ⅰ 

野副美樹、岡田芳和、尾崎眞、萩原誠久、 

遠藤奈津美、大友陽子、佐藤憲明 

クリティカルケア 
看護学演習Ⅱ 

野副美樹、遠藤奈津美 

クリティカルケア 
看護学実習 

野副美樹、落合亮太、小林礼実、松岡志帆、 
小泉雅子 
 

クリティカルケア 
看護学課題研究 

下平唯子、野副美樹 

クリティカルケア 
看護学特別研究 

下平唯子、野副美樹 

がん看護学特論Ⅰ 下平唯子、金子眞理子 

がん看護学特論Ⅱ 下平唯子、林和彦、三橋紀夫、吉原俊雄、 

近藤恒徳、石谷健、常深祐一郎 

 

がん看護学特論Ⅲ 下平唯子、花出正美、吉村美樹 

がん看護学特論Ⅳ 下平唯子、新井敏子、花出正美、吉村美樹 

がん看護学演習Ⅰ 下平唯子、金子眞理子、大堀洋子、末永きよみ、 

新井敏子、近藤まゆみ 

がん看護学演習Ⅱ 下平唯子、岡本高宏、伊東俊雄、三村直美、 

中別府多美得、新井敏子 

がん看護学演習Ⅲ 下平唯子、佐藤弘、吉川信、三村直美、 

清藤和子 

がん看護学実習 下平唯子、金子眞理子、三村直美 
がん看護学課題研究 下平唯子、金子眞理子 

実
践
看
護
学
Ⅰ
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
・
が
ん
看
護
学
） 

がん看護学特別研究 

下平  唯子 

下平唯子、金子眞理子 



授業科目名 論文指導 科目責任者および科目担当者 

ウーマンズヘルス特論Ⅰ 久米美代子 
ウーマンズヘルス特論Ⅱ 久米美代子、飯島治之、村山より子、 

小川久貴子 
ウーマンズヘルス特論Ⅲ 久米美代子､野口真貴子､加茂登志子､川嶋朗、 

内田嘉壽子 

ウーマンズヘルス特論Ⅳ 村山より子、野口真貴子、遠藤弘良 
ウーマンズヘルス演習Ⅰ 久米美代子、村山より子、小川久貴子、 

野口真貴子 
ウーマンズヘルス演習Ⅱ 久米美代子、村山より子、小川久貴子、 

野口真貴子 

ウーマンズヘルス実習 久米美代子、村山より子、小川久貴子、 
野口真貴子、竹内道子 

ウーマンズヘルス課題研究 久米美代子、村山より子、小川久貴子、 
野口真貴子 

(

ウ
ー
マ
ン
ズ
ヘ
ル
ス) 

実
践
看
護
学
Ⅱ 

ウーマンズヘルス特別研究 

久米 美代子 

久米美代子 

老年看護学特論Ⅰ 水野敏子 

老年看護学特論Ⅱ 水野敏子、小山千加代、坂井志麻、松村美由起、

篠聡子 

老年看護学特論Ⅲ 水野敏子、尾﨑恭子、川嶋朗、伊東俊雅、 

太田喜久子、ラウ優紀子、 

老年看護学特論Ⅳ 水野敏子、坂井志麻、井澤玲奈 

老年看護学演習Ⅰ 水野敏子、坂井志麻 

老年看護学演習Ⅱ 小山千加代、井澤玲奈 

老年看護学演習Ⅲ 水野敏子、坂井志麻 

老年看護学実習 水野敏子、小山千加代、坂井志麻、井澤玲奈 

老年看護学課題研究 水野敏子 

実
践
看
護
学
Ⅲ
（
老
年
看
護
学
） 

老年看護学特別研究 

水野  敏子 

水野敏子 

精神看護学特論Ⅰ 田中美恵子 

精神看護学特論Ⅱ 田中美恵子 

精神看護学特論Ⅲ 田中美恵子、小山達也、嵐弘美、高橋はづき 

精神看護学特論Ⅳ 田中美恵子、尾﨑恭子、山内典子、 

Pamela A.Minarik 

精神看護学演習Ⅰ 田中美恵子、日沼千尋、小山達也、嵐弘美、 

山内典子 

精神看護学演習Ⅱ 田中美恵子、小山達也、嵐弘美、江波戸和子 

精神看護学演習Ⅲ 田中美恵子、小山達也、嵐弘美、高橋はづき 

精神看護学実習 田中美恵子、小山達也、嵐弘美、高橋はづき、

山内典子 

精神看護学課題研究 田中美恵子 

実
践
看
護
学
Ⅳ
（
精
神
看
護
学
） 

精神看護学特別研究 

田中 美恵子 

田中美恵子 



授業科目名 論文指導 科目責任者および科目担当者 

地域看護学特論Ⅰ 柳修平、伊藤景一、中田晴美、服部真理子、 
松浦美紀 

地域看護学特論Ⅱ 柳修平、伊藤景一、中田晴美、服部真理子、 
村嶋幸代 

地域看護学特論Ⅲ 柳修平、伊藤景一、中田晴美、服部真理子 
地域看護学特論Ⅳ 伊藤景一、戸村ひかり、秋山正子 
地域看護学特論Ⅴ 柳修平、伊藤景一、中田晴美、服部真理子、 

犬飼かおり、戸村ひかり 
地域看護学演習Ⅰ 伊藤景一、中田晴美、服部真理子、犬飼かおり、

遠藤直子、戸村ひかり、松浦美紀 
地域看護学演習Ⅱ 伊藤景一、中田晴美、服部真理子、犬飼かおり、 

遠藤直子、戸村ひかり 
地域看護学実習 中田晴美、伊藤景一、服部真理子、犬飼かおり、

遠藤直子、戸村ひかり、秋山正子 
地域看護学課題研究 柳修平、伊藤景一、中田晴美、服部真理子 

実
践
看
護
学
Ⅴ(

地
域
看
護
学) 

地域看護学特別研究 

柳  修平 
伊藤 景一 

柳修平、伊藤景一、中田晴美 

小児看護学特論Ⅰ 日沼千尋、諏訪茂樹、松嵜英士、津波古澄子 

小児看護学特論Ⅱ 日沼千尋、関森みゆき、高澤みゆき 

小児看護学特論Ⅲ 日沼千尋、関森みゆき 

小児看護学特論Ⅳ 日沼千尋 

小児看護学演習Ⅰ 日沼千尋、田中美恵子、奥野順子、青木雅子 

小児看護学演習Ⅱ 日沼千尋、相野田祐介、遠藤奈津美、大友陽子、

金子恵美子、高澤みゆき、富川由美子、 

栗田直央子 

小児看護学実習 日沼千尋、関森みゆき、奥野順子 

小児看護学課題研究 日沼千尋、関森みゆき 

実
践
看
護
学
Ⅵ 

(

小
児
看
護
学) 

小児看護学特別研究 

日沼  千尋 

日沼千尋、関森みゆき 

助産学特論Ⅰ 久米美代子、村山より子、小川久貴子 
助産学特論Ⅱ 村山より子、小川久貴子 
助産学特論Ⅲ 野口真貴子 
助産学特論Ⅳ 久米美代子 
助産学演習Ⅰ 久米美代子、尾﨑恭子、近藤乾、坂井昌人 
助産学演習Ⅱ 小川久貴子、村山より子、野口真貴子、 

竹内道子、原田通予、飯塚幸恵 

助
産
選
択
科
目
＊ 

助産学実習 

久米 美代子 

村山より子、小川久貴子、野口真貴子、 
竹内道子、原田通予、飯塚幸恵 

＊については、実践看護学Ⅱ（ウーマンズヘルス）分野の学生で助産師国家試験受験資格取得を

希望する者はすべて履修すること。 



教育課程の構造（博士前期課程） 
 

看護学研究科 看護学専攻 

 

  

                                

                  

 

 

 

 

 

 

★助産師国家試験受験資格取得希望者のための選択必修科目を設置 

      

 

 

 

共通必修科目（４） 看護理論（２） 看護研究（２） 

基
盤
科
目 

共通選択科目 

修士論文コ－スは６単位以上 

実践看護コ－スは４単位以上 

（但し、４単位は＊印の科目から選択する。） 

実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズ 

ヘルス）実践看護コースは 

６単位以上 

＊看護教育論（２)＊看護政策論（２）＊コンサルテ－ション論（２） 

＊看護倫理(２)＊看護管理論(２) 家族論(２) 社会学(２) 

人間学(２) 保健統計学(２) 臨床心理学(２) 

研究方法（生体・生理学的研究、臨床医学的研究各２）（２） 

先端医療（２）国際コミュニケーション英語演習（２） 

                                  （ ）内の数字は単位を表す 

 修士論文コ－ス 修得単位 ３０単位以上 

 実践看護コ－ス 修得単位 ３０単位以上 

 修士論文コ－ス：教育研究分野（専攻分野）の修得単位は、専攻主分野選択科目を１２単位以上履修する。 

 実践看護コ－ス：教育研究分野（専攻分野）の修得単位は、専攻主分野選択科目を１４単位（但し、 

うち２単位は他の専攻分野でも特論に限り選択可）履修する。 

但し、実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）の学生は、専攻主分野選択科目を１２

単位以上履修する。 

看護学特別研究 ８単位 課 題 研 究 ２単位 

実 習     ６単位 

分
野 

看護 

基礎科学 

看護 

管理学 

看護職 

生涯発達学 
実践看護学Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 教

育
研
究
分
野 

（
専
攻
分
野
） 

領
域 

食看護学・ 
基礎看護学 

看護 
管理学 

看護職 
生涯発達学 

ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学・ 
がん看護学 

ウーマン

ズヘルス 
★ 

老年 
看護学 

精神 
看護学 

地域 
看護学 

小児 
看護学 

修
士
論
文
コ
ー
ス 

 

士 
 

文 
 

論 
 

実
践
看
護
コ
ー
ス 



入学から修了までのプロセス 

 

入 学 

↓ 

入学時オリエンテーション 

↓ 

１年次：履修指導：指導教員の指導のもとに履修科目を選択し履修する。 

指導教員のもとに研究をすすめ、修士論文テーマを確定する。 

↓ 

２年次初め：特別研究計画書および課題研究計画書を提出する。 

↓ 

特別研究計画書の発表会（全体）を行う。 

↓ 

研究科委員会で研究計画書の審査を行う。 

↓ 

２年次：研究の実施 

↓ 

１月    修士論文、課題研究論文、論文要旨、学位論文審査願の提出 

↓ 

２月中旬 主査及び副査による修士論文・課題研究論文審査及び最終試験 

↓ 

３月初旬 研究科委員会による学位授与の可否決定 

↓ 

３月中旬 修士論文・課題研究論文 発表会 

↓ 

３月下旬 博士前期課程（修士課程）修了・学位記授与 

 

 



履修について 
 
修士論文コース： 
 基盤分野から１０単位、専攻主分野から１２単位以上履修する。 
 基盤分野の１０単位の内訳として、共通必修科目の看護理論、看護研究から４単位、共

通選択科目の看護倫理、看護教育論、看護政策論、コンサルテーション論、看護管理論、

家族論、社会学、人間学、保健統計学、臨床心理学、研究方法、先端医療、国際コミュ

ニケーション英語演習から６単位以上履修する。 
  
実践看護コース： 
 基盤分野から８単位、専攻主分野から１４単位以上履修する。 
 基盤分野の８単位の内訳として、共通必修科目の看護理論、看護研究から４単位、共通

選択科目の*看護倫理、*看護教育論、*看護政策論、*コンサルテーション論、*看護管理

論、家族論、社会学、人間学、保健統計学、臨床心理学、研究方法、先端医療、国際コ

ミュニケーション英語演習から４単位以上履修する。（但し、*印５科目から選択し４単

位以上選択すること。） 
 専攻主分野の１４単位のうち２単位は他の専攻分野でも特論に限り選択可能である。 
 但し、実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）の学生は、専攻主分野選択科目を１２単

位以上履修する。 
 
修了要件 
・ ２年以上在学し、授業科目について３０単位以上を修得すること。 
・ 看護学特別研究または課題研究の審査および最終試験に合格すること。 
 
助産師国家試験受験資格について 
 実践看護学Ⅱ分野（ウーマンズヘルス）の学生で助産師国家試験受験資格を希望する者

は、助産選択科目（助産学特論Ⅰ、助産学特論Ⅱ、助産学特論Ⅲ、助産学特論Ⅳ、助産

学演習Ⅰ、助産学演習Ⅱ、助産学実習）の２３単位すべて履修すること。 
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大学院学則８条および９条関係「履修方法に関する内規」 
 
1. 学生は入学後原則として、１ヶ月以内に、研究指導教授の指導および承認を得て、学科

目の選択を決定しなければならない。 
2. 学生は、毎学年始め研究指導教授の指導および承認を得て、当該学年に履修しようとす

る学科目を定め、所定の様式により届け出なければならない。 
3. 学科目の単位は、半年間１５週を標準として、毎週時間数講義１時間、演習２時間、実

習３時間が各々１単位に相当する。 
4. 学科目、単位数については別表の通りとする。 
5. 学生は下表に従って学科を履修しなければならない。 
 
＜博士前期課程＞ 

《修士論文コース》 
  

科  目 修了最低修得単位数 
 基盤 
  共通必修科目 
  共通選択科目 

  
  4 
  6 

 専攻 
  主分野の科目 
 

 
  12 

看護学特別研究    8 

修了最低修得単位数    計  30 単位 
                               

《実践看護コース》 
科  目 修了最低修得単位数 

 基盤 
  共通必修科目 
  共通選択科目 
   *但し、看護倫理、看護教育論、看護

政策論、コンサルテーション論、看

護管理論の中から４単位以上選択す

ること 

  
 4 
4  

 専攻 
  主分野の科目 
   *但し、うち２単位は、他の専攻分野

でも特論に限り選択することができ

る。 

14 

実習  6 

課題研究  2 

修了最低修得単位数    計 30 単位 
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   《実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）修士論文コース 選択者》 
  

科  目 修了最低修得単位数 
 基盤 
  共通必修科目 
  共通選択科目 

  
  4 
  6 

 専攻 
  主分野の科目 
 

 
  12 

看護学特別研究    8 

修了最低修得単位数    計  30 単位 
助産師国家試験受験資格取得希望者のため

の選択必修科目 
      23 
 

 計  53 単位 
                               

《実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）実践看護コース 選択者》 
 

科  目 修了最低修得単位数 
 基盤 
  共通必修科目 
  共通選択科目 

   
  4 

6  

 専攻 
  主分野の科目  

12 

実習  6 

課題研究  2 

修了最低修得単位数    計 30 単位 
助産師国家試験受験資格取得希望者のため

の選択必修科目 
     23 
 

 計 53 単位 
                    
＜博士後期課程＞ 
       

科  目 修了最低修得単位数 
 専攻主領域の科目 
 

２単位 
但し、看護管理学、解釈的精神看護学 
は４単位とする。 

 共通選択科目または 
他の専攻領域の科目 

４単位 
但し、看護管理学、解釈的精神看護学 
は２単位とする。 

修了最低修得単位数    計  ６単位 
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1） 学科目の内容は、年度始めに発行される博士前期課程講義要項ならびに博士後期課

程講義要項に示されている。各科目の内容は、看護学研究科委員会の議を経て変更

することができる。 
2） 博士前期課程においては主分野以外、博士後期課程においては主領域以外の特論を

選択するときには、研究指導教授の許可を得て、希望する専攻分野あるいは主領域

の教授に所定の様式による依頼書を提出し、その許可を得て、当該科目の教員の指

導・評価を受けるものとする。但し、実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）選択

者は除くものとする。 
3） ４項に示した科目は、看護学研究科委員会の承認を得た後、定員枠内で大学院学生

以外の看護師等の受講を有料で認める。料金はその都度決める。 
6. 修士論文、課題研究論文および博士論文について、研究指導教授以外の大学教員から研

究の指導を希望する学生は、研究指導教授の許可を得て、指導を希望する大学院教員に

所定の様式の依頼書を提出し、その許可を得て指導を受けるものとする。 
7. 学位論文の審査及び試験方法については、別に定める「学位規程」及び細則による。 

附則 この内規は、平成２１年 ４月 １日より施行する。 


